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NRDC 欠損マウスに対して、Collagen-antibody induced arthritis (CAIA)を
発症させたところ、野生型マウスと比較して有意に関節炎が減弱した。関節炎
病変部においてマクロファージが TNF-αの主要な産生細胞であることから、
M-CKO マウスを作製し CAIA を発症させたところ、M-CKO マウスにおいても








液 NRDC 濃度は関節中 TNF-α濃度と正相関を有し、また血中 CRP 値とも正













濃度を測定した。さらに siRNA を用いて NRDC を制御することにより AAIA が抑制可
能かどうか評価した。結果、AAIAはNRDC欠損マウス及びマクロファージ特異的NRDC
欠損マウスにおいて減弱し、NRDCはTNF-αの細胞外ドメインシェディング増強を介し








なお、本学位授与申請者は、平成 29年 9月 1日実施の論文内容とそれに関連した試問を
受け、合格と認められたものである。 
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